
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                   

 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ 

塩
づ
く
り
の
ま
ち
「
く
だ
ま
つ
」 

 

か
つ
て
、
く
だ

ま
つ
は
、
防
長
有

数
の
塩
づ
く
り

の
ま
ち
と
し
て

栄
え
て
い
ま
し

た
。
大
正
六
年
頃

の
写
真
集
「
下
松

町
久
原
工
場
敷

地
全
景
」
に
は
、

末
武
平
野
か
ら

宮
ノ
洲
ま
で
の

多
く
の
塩
田
が

写
っ
て
お
り
、
沼

井
や
煙
を
は
く

釜
屋
が
見
え
ま

す
。 
 

ま
た
、
塩
田
以

外
で
も
、
遠
景
な

が
ら
、
現
在
は
移

転
等
に
よ
り
消

滅
し
た
建
物
（
宮

ノ
洲
の
澄
泉
寺
、

摂
社
降
松
神
社
、

豊
井
小
・
下
松
小

の
旧
校
舎
等
）
が

写
っ
て
お
り
、
大

変
貴
重
で
す
。 

当
館
で
は
、
塩

田
、
建
物
名
を
解

説
し
た
写
真
パ

ネ
ル
と
し
て
展

示
し
て
い
ま
す
。  

新
展
示
「
大
八
車
」 

人
力
で
引
く
大
型
の
荷
車
で
、
米
、
木
材
、

石
材
等
の
運
搬
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
大
八
車
の

名
前
は
車
台
の
長
さ
が
八
尺
（
約
二
．
四
ｍ
）

で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が
有
力

で
す
。 

 

展
示
小
品
紹
介 

「
算
法
小
学
」 

 

当
館
で
は
、
明
治
時

代
の
教
科
書
を
多
く

収
蔵
し
て
い
ま
す
。 

「
算
法
小
学
」
は
小
学

校
の
算
数
の
教
科
書

で
す
。
洋
算
の
教
科
書

で
す
が
、
郷
土
出
身
の

和
算
家
弘
鴻
が
序
文
を
書
い
て
い
ま
す
。 

 

話
題
の
資
料 

 

一
見
、
白
線
引
き
に
似
て
い
ま
す
が
、
麦
の

種
ま
き
機
で
す
。
小
さ
な
車
輪
の
上
に
種
が
入

っ
た
箱
が
あ
り
、

柄
を
押
し
て
転

が
す
こ
と
に
よ

り
、
自
動
的
に
種

が
落
下
し
ま
す
。 

  
 

編
集
後
記 

本
年
七
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
当
館
も
施
設
等

に
被
害
を
受
け
、
や
む
を
得
ず
長
期
に
わ
た
り

休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆

様
に
は
、
多
大
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。 

創
刊
準
備
号
で
探
し
て
お
り
ま
し
た
「
斗
掻
」

他
多
く
の
民
具
を
、
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
贈
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

徐
々
に
資
料
の
充
実
が
進
ん
で
お
り
ま
す

の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
    
 
 
 
 
 

「島
しま

の学
まな

び舎
や

」だより 
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